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高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
、
4
月

1
日
か
ら
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
次
の
①
②
の
い
ず
れ
に

　

も
該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
で
、
運
転
免
許
の
有
効

　

期
限
内
に
、
都
道
府
県
公
安
委
員

　

会
に
す
べ
て
の
種
類
の
運
転
免
許

　

を
自
主
返
納
し
た
方

②
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
自
主

　

返
納
し
た
方
で
、
自
主
返
納
し
た

　

と
き
に
満
年
齢
65
歳
以
上
の
方

▼
支
援
内
容
＝
上
の
表
の
い
ず
れ
か

　

の
公
共
交
通
機
関
の
冊
式
利
用
券

　

お
よ
び
回
数
券
の
う
ち
、
１
万
円

　

を
限
度
と
し
て
選
択
で
き
ま
す
。

　

支
援
は
1
人
1
回
限
り
で
す
。

▼
申
請
方
法
＝
都
道
府
県
公
安
委
員

冊式利用券および回数券の種類 単価（円／冊） 限度額

デマンド乗合タクシー
「みらいくん」利用券

500 円券× 11 枚 5,000 円

10,000円を限度に、
この中から自由に
組み合わせること
ができます。

200 円券× 11 枚 2,000 円

コミュニティバス
「みらい号」回数券

200 円券× 11 枚 2,000 円
100 円券× 11 枚 1,000 円

関東鉄道㈱の
路線バス回数券

150 円× 6枚
+10 円券× 26 枚 1,000 円

■支援の内容

【
自
主
返
納
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　
常
総
警
察
署　
☎
０
２
９
７
‐
22

‐
０
１
１
0　

  

【
支
援
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　
伊
奈
庁
舎
安
心
安
全
課　
☎
58
‐

２
１
１
１
（
内
線
２
５
０
３
）

都
市
軸
道
路
の
整
備
促
進
へ
～
期
成
同
盟
会
設
立
～

　

都
市
軸
道
路
の
早
期
整
備
完
了
を

目
指
し
て
、
沿
線
５
市
（
当
市
、
つ

く
ば
市
、
守
谷
市
、
柏
市
、
流
山
市
）

が
「
千
葉
・
茨
城 

都
市
軸
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
設
立
し
、

２
月
14
日
に
伊
奈
庁
舎
で
設
立
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

都
市
軸
道
路
は
、
将
来
的
に
埼
玉

県
三
郷
市
の
東
京
外
郭
環
状
道
路（
国

道
２
９
８
号
）
と
、
つ
く
ば
市
の
国

道
３
５
４
号
を
結
ぶ
全
長
約
30
㌔
㍍

の
広
域
幹
線
道
路
で
、
県
内
で
は
主

に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
い
に
整

備
さ
れ
、
守
谷
市
大
柏
か
ら
つ
く
ば

み
ら
い
市
内
の
県
道
赤
浜
谷
田
部
線

（
旧
国
道
３
５
４
号
）
ま
で
の
区
間
が

開
通
し
て
い
ま
す
。

　

片
庭
市
長
が
会
長
と
な
り
、
今
後

は
茨
城
、
千
葉
の
両
県
に
対
し
、
県

境
の
利
根
川
に
架
設
す
る
新
橋
の
早

期
建
設
を
中
心
と
し
た
都
市
軸
道
路

の
整
備
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
か
ら
発
行
さ
れ
た
、
運
転
免
許

　
の
取
消
し
通
知
書
の
写
し
ま
た
は
、

　

運
転
経
歴
証
明
書
（
有
料
）
の
写

　

し
を
添
え
て
、
自
主
返
納
し
て
か

　

ら
６
カ
月
以
内
に
安
心
安
全
課
へ 

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▹
設
立
総
会
の
記
念
撮
影
に
望
む
各

市
の
関
係
者
。
左
か
ら
井い
ざ
き崎
市
長

（
流
山
市
）、
秋あ
き
や
ま山
市
長
（
柏
市
）、

片
庭
市
長
、
松ま
つ
ま
る丸

市
長
（
守
谷
市
）、

飯い
い
の野

副
市
長
（
つ
く
ば
市
）

ホ
ー
マ
ッ
ク
と
災
害
協
定
を
締
結

み
ら
い
の
森
公
園
に
区
画
整
理
事
業
の
記
念
碑

記念碑の前で記念撮影に臨む関係者の皆さん

　

伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
一
体
型
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
地
権

者
有
志
で
平
成
26
年
に
結
成
さ
れ

た
、
区
画
整
理
事
業
記
念
碑
等
設
置

委
員
会
と
市
の
協
働
事
業
と
し
て
、

み
ら
い
の
森
公
園
へ
記
念
碑
の
設
置

を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
に
は
、
区
画
整
理
事
業

記
念
碑
等
設
置
委
員
会
の
齋さ
い
と
う藤
登
の
ぼ
る

代
表
を
は
じ
め
、
片
庭
市
長
、
髙
木

市
議
会
議
長
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
な

ど
関
係
者
が
出
席
し
、
記
念
植
樹
と

記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

齋
藤
代
表
は「
市
の
繁
栄
を
願
い
、

後
世
に
区
画
整
理
事
業
を
語
り
つ
な

い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
の
充
実
強
化

の
た
め
３
月
14
日
、
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー

マ
ッ
ク
株
式
会
社
と
災
害
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、
避
難
生
活
に
必

要
な
物
資
の
協
力
を
同
社
に
依
頼
す

る
も
の
で
す
。

　

協
定
締
結
式
当
日
は
、
関
係
者
が

出
席
す
る
中
、
同
社
の
吉よ
し
だ田
博ひ
ろ
ふ
み文
営

業
本
部
長
と
片
庭
市
長
が
、
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
あ

た
っ
て
、
片
庭
市
長
は
「
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、
こ

の
協
定
は
市
に
と
っ
て
心
強
い
。
今

後
も
市
全
体
の
防
災
力
を
高
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▹
協
定
書
を
手
に
す
る
吉
田
営
業
本

部
長
㊧
と
片
庭
市
長


